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令和２年度 第１回 総合教育会議録 

１．開会日時 令和２年１２月２４日（木） 午後２時３０分 

２．場 所 対馬市役所厳原庁舎 別館大会議室 

３．出席委員 
比田勝尚喜市長、永留和弘教育長、吉野達實教育委員、 

佐伯康弘教育委員、一之宮惠津子教育委員 

４．出 席 者 

有江総務部長、桐谷次長、早田係長 

阿比留教育部長、八島次長、吉野課長、庄司課長、川辺課長、 

梅野主幹、扇課長補佐 

５．会議書記 早田係長 

６．閉会日時 令和２年１２月２４日（木） 午後３時４５分 

７．議 事 

  

日程第１ 

  

日程第２ 

  

日程第３ 

  

日程第４ 

 

 

市長挨拶 

 

議題２：教職員住宅の貸し付けについて 

 

議題１：ＩＣＴ（ＧＩＧＡスクール）の取り組みについて 

 

議題３：その他（成人式の在り方について） 

桐谷次長  皆様こんにちは。本日はお集まりいただきましてまことにありがと

うございます。ただいまから令和２年度第１回対馬市総合教育会議を

開催いたします。まず、開会に当たり市長の比田勝が御挨拶を申し上

げます。お願いいたします。 

比田勝市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆様こんにちは。本日はお忙しい中、第１回対馬市総合教育会議に

お集まりいただきまして誠にありがとうございます。また、委員の皆

様には日頃から対馬市の教育行政の発展に向けて、日々御尽力いただ

いていることに対しまして厚くお礼を申し上げます。 

 さて、今年は新型コロナウイルスが世界規模で感染が拡大し、本市

におきましても８月２７日までに、９例の感染が確認されておりま

す。現時点におきましては、新たな感染は確認されていませんけど

も、まだまだ収束の兆しが見えない状況であり、毎日昼１２時半の放

送を聞くことで安心をしているところであります。 

 そういう中、もう皆様も既に御承知のことかとは思いますけども、
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実は来年１月３日の成人式を延期することにいたしました。このこと

につきましては、私自身も随分と悩みましたが、成人式を楽しみに帰

ってきた子どもたちがいろいろな場で、恐らく密が発生するものとい

うふうに確認いたしまして、子どもたちにコロナウイルスを感染拡大

させてはならないという思いから苦渋の決断でございました。皆様方

におかれましても御理解をお願いしたいと思っております。 

 そして、委員の皆様におかれましては、教育委員会事務局と連携し

ながら、今後も子どもたちの安全の確保、そして教育行政の維持のた

めによろしくお願いをしたいいたします。 

 また、このコロナ禍におきましては、全国的に授業時間の確保が懸

念されておりましたが、市内の中学校では、今年３月の臨時休業期間

中に、平成３０年度から導入しておりますタブレットＰＣを活用した

健康観察や家庭学習支援を行うなど、その取り組みが文部科学省の先

進事例として全国的にも大きく発信されております。このことにつき

ましては、前文部科学副大臣であり、御主人が対馬の出身であります

上野副大臣におかれましても、大変喜んでおられたということを皆様

にお伝えしたいと思います。 

 このような中でＳｏｃｉｅｔｙ５．０の時代に生きる子どもたちの

ために、国が進めておりますＧＩＧＡスクール構想に呼応し、令和３

年３月までに小学校の児童にも１人１台のタブレットＰＣの配備を完

了するということで現在進めております。 

 本日は、そのＩＣＴの取り組みと本市の最重要課題であります人口

減少問題における移住者を確保するための取り組みとして、教職員住

宅の有効活用を議題としております。 

 また、その他の議題として、令和４年４月から成年年齢が１８歳と

なることから、成人式のあり方についてアンケートを実施しておりま

す。その結果について委員皆様の意見も拝聴させていただきたいと思

っております。 

 いずれの議題につきましても、委員皆様方の活発な御意見を賜り、

今後の教育行政に生かしてまいりたいと思っておりますので、本日は

どうぞよろしくお願いをいたします。 

桐谷次長  ありがとうございました。これからは着席のまま進行させていただ

きます。 

 それでは、次第３の議題に移ります。 

 説明員の都合により議題の２つ目、教員住宅の貸し出しについてか

ら進めてまいります。それでは、教育委員会事務局から説明をお願い
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いたします。 

八島次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、教職員住宅の貸し付けについて、御説明いたします。 

 資料の５ページをお開き願います。 

 対馬市が保有している教職員住宅は、僻地等における義務教育の円

滑な実施に資することを目的に交付される公立学校施設整備費補助金

を受けて整備した住宅であり、学校に勤務する教員及び職員のための

住宅のことを言うものでございます。 

 そこで教職員以外への教職員住宅の貸し付けを行う場合は、補助金

適正化法に基づき文部科学大臣の承認を受ける必要があります。文部

科学大臣が承認を行うものとして、まず期限を限った僻地教職員住宅

の教職員以外の者への貸し付けということで、丸印のところですけれ

ども、将来的には教職員の入居が見込まれるが、現に空き家となって

いる教職員住宅について有効利用を図る観点から、当該教職員住宅に

係る学校に属する教職員以外の者へ期限を限って入居貸し付けを行う

ことができます。その際、教職員の入居に影響がないよう留意する必

要があります。 

 期限を限ったということとは１年を超える場合を指し、教職員以外

の者とは、僻地教職員住宅が設置されている公立学校に勤務する教職

員以外の者を言います。例えば、当該僻地教職員住宅が設置されてい

る公立学校とは別の僻地学校ではない学校に勤務している同一市町村

の教職員や民間企業の会社員に対して２年間の期限を限った入居貸し

付けが考えられ、下の表のように教職員の身分にない者に１年以上貸

し付ける場合は、文部科学大臣への報告が必要となってまいります。

対馬市では、１年ごとの教職員の入居がない場合に更新して貸し付け

ている状況です。 

 ６ページをお願いいたします。 

 次に、公共用または公用に要する施設への転用のうち、地域需要等

により入居見込みのない僻地教職員住宅の転用ということでございま

す。 

 教職員住宅の属する学校が休校や廃校となっている場合や、交通機

関の整備等により恒常的な入居者のない状態にあり、今後も教職員の

入居が見込まれない場合は、そのまま貸し付けはできず、地域事情等

により入居見込みのない僻地教職員住宅の転用ということで財産処分

を行うことになります。 

 このような教職員住宅を転用にする場合、財産処分手続は補助完了

後、１０年未満経過であっても大臣への報告により行うことができる
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ということになっております。 

 枠の中は廃校となった場合の財産処分ということで、学校が廃校と

なった場合は、公用または公共用施設とする場合を除き、教育財産の

用途廃止を行い、普通財産への手続を行うことになります。普通財産

となった場合は、基本的に市長局へ所管がえするということになって

おります。 

 ７ページは、１２月８日現在での教職員住宅の入居状況になりま

す。一番下の合計欄で住宅戸数が１８３戸、教職員の入居が６５戸、

一般市民の入居が３４戸という状況です。空き戸数でございますけれ

ども、多額の修繕料が必要で老朽化も進んでおり、入居不可という指

定のものが４４戸あります。本年度もこのうち３戸を解体することと

しております。 

 教職員住宅は教職員のために補助金で整備されている住宅であり、

空き住宅の有効活用ということで教職員以外への貸し付けも財産処分

により行っております。最近では一般市民において、一度入居される

と長い間入居されるということが実際起こっております。そういう場

合につきましては、以前は毎年財産処分ということで貸し付けており

ましたが、毎年は余りにも多いとのことで、国において先ほどの公共

用または公用に使用する施設への転用ということで財産処分をすれば

年限を限ることなく貸し付けもできます。先ほど出た移住用というこ

とになりますと、そのほうがよろしいのではと思っております。 

 教職員の入居も、最近、道路事情もよくなり、民間住宅への入居も

ありまして、割と少なくなっており、空き戸数も結構あるような状況

です。有効活用も必要ではないかとは考えています。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

桐谷次長  ありがとうございました。それでは、教員用住宅の貸し付けについ

て意見を交換したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

佐伯委員  この貸し付けをするときに、目的がここには余り書いてないのかな

というふうに思っております。最近、広報つしまにも表紙で今回はＩ

ターンの方が載ってらっしゃって、そのときに２か月間のお試し住宅

を利用なさって、島内をくまなく回って、住む場所を決めたりなさっ

たというようなことが書いてありました。そのような方は、多いかと

は思うんですけれども、やはりそういう経年の施設等は少ないのかな

というところです。今この貸し付けをなさるというのは、収益を改善

するのが目的なのか、それとも、せっかく空いてるからそれを収益に

つなげていこうというのが目的なのか、それとも、対馬市がさらに発
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展できるように何らかの施策に使うためにこういう貸し付けを行って

いくのかというところが、方向性がはっきりすると、またやり方も違

ってくるのかなという思いがあるんですけれども、そのあたりはいか

がでしょうか。 

比田勝市長  まず、この教職員住宅への入居に関しまして、先ほど佐伯委員さん

も申されましたように、市のほうでもお試し住宅を準備はしておりま

す。しかし、すぐにお試し住宅に入れるというわけでもないようであ

りまして、そういう関係で実は今、対馬の中にも３１名、そして令和

元年度につきましても約１０３名のＵ・Ｉターンの方たちがいらして

おります。今年度についても１１月時点で９４名のＵ・Ｉターン者が

来ておられ、すぐ住宅に入れるような状況でもないとお聞きをしてお

ります。 

 そこで入居可能な教職員住宅、特に廃校等になった地域等の住宅等

は、私も何棟か見ましたけども、まだまだ家屋自体も結構立派な住宅

でありますので、こういったところにまず１年以内住んでいただい

て、その間に住宅を探していただくというようなことが進められない

かなと、そうしますと、今、一番の最重要課題となっております人口

減少対策についても、大きな好影響を与えるものと思いますので、ぜ

ひこのことも進めてまいりたいと思っております。 

佐伯委員  ありがとうございます。 

 今、小綱地区にも１人Ｉターンの３０代の若者が来まして、話を聞

いていると、漁業の傍ら山に狩猟にも入ったりしているそうです。そ

うすると、１日ですごい数の鹿や猪と会うと、こんなことはもう都会

じゃ考えられない、都会というか本土ではなかなか考えられないと、

すごい魅力ですよというふうなことを言われるんですね。漁業もやっ

てるんですけど、そういうさまざまな人たちが本当、対馬に今、魅力

を求めてやってきてくださってるので、ぜひまた拡充をしていただい

て、その人が受け入れられるといいなと思います。ありがとうござい

ます。 

比田勝市長  それと、私、先ほど１年未以内という話をしましたけども、これ

がまた先ほど次長のほうから説明がありましたように、結果、法等

に触れないような段階でできれば転用とか、そういったとこをして

いただいて、そこにずっと住んでもらうことも可能じゃないかなと

は思っております。そこはケースバイケースで考えていけたらなと

思います。 

一宮委員  まず、市長さんのお考えとしては廃校となった学校の教職員住宅の
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利用ということが大原則ですか。 

比田勝市長  廃校だけじゃなくて、要は、廃校じゃなくても、例えば１年間は当

面入居する予定がないというところであれば１年以内の体験住宅とし

ての利用も可能かなと思います。 

一宮委員  すごく私もすごくいいアイデアだなと思うんですね。ただ、もう１

点考えられることは、学校の教育活動があってる学校住宅の、いわゆ

る教職員の入り手がなくて空いてるというふうな場合もございますよ

ね。これは、基本としては、やはり地域文化の発信である学校、そこ

に教職員も、先ほど次長さんの御説明では交通の便がよくなって、そ

れぞれが住宅に入ったりして、学校の校区外から通勤する先生方もた

くさんおられると思いますが、できればやっぱり子どもたちとの触れ

合いとか、地域との交流とか、そういうふうな意味では、先生方も教

職員住宅に住んでいただきたいっていう地域の願いもあります。だか

ら、そのあたりの折り合いをバランスよくしていかないと、私はどう

なのかなというのが１点すごくあって、ただし、廃校となった学校の

教職員住宅とか、あるいは廃校となった学校の施設関係をすごく有効

に活用して、まだまだすごい立派な学校もそのまま使われないままで

草が生い茂っているんですよね。そのあたりは、何かホテルや民宿み

たいな形ででも、学校をうまく活用する方法もないのかなと頭の中で

は発展しているようですけども、財政面があるでしょうけど、現に身

近にある阿連小学校や大調小学校は、まだ施設も非常に立派なんです

よね。だからそのあたりも住宅ではなくてもいいけど、そういう仮の

何かいろんな活用方法をできないのかなと思います。地域住民にとっ

ては不便な場所にあるかもしれないです。でも、そこはＩターン・Ｕ

ターンされる方にとっては、非常に魅力のある場所にあります。だか

ら、そういうところも含めて考えてもらえますか。 

比田勝市長  ありがとうございます。実は、私もいろいろなお客様が見えられた

ときには、特に今、話がありました阿連小学校や大調小学校とか、今

度は浅海中学校あたりも行きまして、そういう中で、対馬のほうはこ

の海洋漂着ゴミ問題等で大変困っておりますけども、こういった研究

機関等をどうにかして対馬で誘致できませんかというようなことを事

あるごとに、御相談ですけども、まずそういった大学の先生やいろん

な機関の方に話だけはしております。また、ぜひ１回、現地も見てい

ただけるというようなことでお願いをしております。それと先生言わ

れるように、そういった研究機関だけじゃなくて、例えば大学生、そ

して社会人の合宿所としての活用も考えなければいけないというよう
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なことで、担当課とも、その辺に目を向けながら進めていきたいと思

っております。 

桐谷次長  そのほかの御意見はございますでしょうか。 

比田勝市長  どうなんですかね。先ほど、一宮委員も地域の方ということをおっ

しゃられましたけど、地域の方もそういうＩターンとかそういう方で

あっても、すばらしい人がいらっしゃいますし、よっぽど悪い人じゃ

ない限りは受け入れていただけるものと私は思ってるんですけども、

そういう面ではいかがでしょうかね。 

佐伯委員  最近、そういうことでよく相談を受けたりとかするんですけど、や

はりコミュニティーの中に入っていくのって一筋縄ではいかないなっ

ていう印象を、本人以上に私のほうは思ったりはしてますね。例え

ば、ボランティアで小学校のバレーチームに入ってお手伝いをしたり

とか、本当さまざまなことを、寝る時間を惜しんでじゃないですけど

やってるんですけど、漁師さんの中に入ったりとか、さまざまな地域

柄とか、やっぱりその風土とかさまざまあるので、やっぱり来ていた

だく人って本当大切にしていかないと定着することは大変だなという

のを思いますね。 

比田勝市長  コミュニケーションがとれない人は、またそういったことでこうい

う田舎に来ることが考えられるでしょうから。 

佐伯委員  ただ、他地区のほうには、今、何か音楽家の方が家を借りてお住ま

いになったりとか、学校の先生が空き家を利用してお住まいになった

りとか、そういったことも出てきてるのでとてもいいなと思って。 

比田勝市長  それと田地区に夫婦と子どもが２人か３人くらいですかね。 

佐伯委員  そうですね。 

比田勝市長  そういう方を、増やしていかないといけないと思います。 

佐伯委員  本当ですね。そうなんですよ。 

永留委員  質問いいですか。 

桐谷次長  お願いいたします。 

永留委員  今年度もＵ・Ｉターンが９４名ぐらいいると言われましたけれど

も、その人たちは市営住宅か何かに入ったんですか。 

比田勝市長  お試し住宅や県の住宅を借りてるんですね。民間の住宅にも入って

やっている人もいらっしゃると思います。そこはわからない。 

 ただ、今、コロナの関係で都市部から、また田舎というか地方にと

いうようなことが進んでいると報道もなされておりますけども、そう



- 8 - 
 

いったことで、この１１月時点で９４名ということですから、恐らく

昨年よりは増えてくるのではないかと、私も思っております。 

一宮委員  お試し住宅ってどんなとことか教えてください。 

比田勝市長  要は、もう生活用品が大方置いているんですね、市が準備して。こ

れはたしか２か月だったと思います。その間は市のそういう備品を使

ってもらって生活をしてもらうんです。その間に対馬に定住すると決

めたら、自分で住宅等を今度探してください。その間に住むところが

お試し住宅です。 

一宮委員  厳原町にはありますか。 

比田勝市長  あります。厳原は宮谷地区にあります。あと久田の何とか団地。あ

の上のほうにも結構立派な平屋建ての住宅が２棟あります。 

一宮委員  そうしたら、なおさら教職員住宅の活用っていうのは非常に有効で

すよね。今、空いてても使ってないっていう部分については、市とし

ては非常にありがたい存在のものになるわけですね、 

比田勝市長  お試しで活用するときは、そういった市が備品等をそこに置くこと

は必要でしょうけど、もうお試しじゃなくて自分のほうで入るという

ような人もいらっしゃるでしょうから、そういうとこはケースバイケ

ースでやっていけばいいのかなと思います。 

桐谷次長  教職員住宅の貸し付けについては以上でよろしいでしょうか。 

 それでは、１つ目のＩＣＴ（ＧＩＧＡスクール）の取り組みについ

て教育委員会事務局から説明をお願いいたします。 

梅野主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 では、私のほうから１番目の議題になっておりますＩＣＴ（ＧＩＧ

Ａスクール）の取り組みについてということで御説明させていただき

ます。 

 資料の１ページをお開きください。 

 １ページの上段なんですけども、これは令和２年度中に終わる整備

の内容を記載させていただいております。対馬市のＩＣＴ教育タブレ

ットということで、中学校に対しては今年度末までには９１０台。内

訳においては中学校１人１台で７５３台、教員に１５７台、小学校へ

は１,５８４台、内訳は児童に対して１,３７５台、教員が２０９台で

す。購入機器２６台増えまして、全体で２,５２０台の導入で完了す

る予定となっております。前回は平成３０年に中学校１人１台、それ

から小学校は１クラス分ということで１,３２０台を導入しておりま

したが、今回、文科省のＧＩＧＡスクール補助金を活用させていただ

きまして追加で小学校に対して１,２００台導入することといたして
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おります。 

 下段のほうになるんですけども、こちらは対馬市のＩＣＴ教育タブ

レットを使ったイメージ図ということになります。先般の上のほうに

書いてあるのが、携帯基地局、皆様方の携帯もこの携帯基地局を通じ

て電話をしたりインターネットをされていたりすると思います。これ

が中核、普通ですと学校内のネットワーク、校内ＬＡＮやＣＡＴＶＬ

ＡＮということになるんですけども、今回の対馬市のＩＣＴ教育タブ

レットといたしましては、携帯基地局を中心としたネットワークで構

成されております。 

 これによりまして、中学校では共同学習であるとか問題解決学習、

グループプレゼン学習なんかが可能になってまいります。小学校のほ

うにつきましては、まとめとか発表学習であるとか遠隔交流学習など

が可能になってまいります。一番大きな特徴といたしましては左下に

なりますけども、自宅学習ですね。宿題とか、それから遠隔授業、こ

ういったものが可能なことになります。平成３０年から活用しており

ますけど、特に左上に記載しておりますが、修学旅行であるとか取材

学習、これについてＬＴＥの強みを生かしまして、修学旅行には小中

学校ともタブレットを持ち運んでいらっしゃると聞いております。こ

ういったシステムを利用いたしまして、より深く問題解決にアプロー

チをさせるということ、それから知識や経験に発想力を加える、それ

から個々の問題に対応した学びということを実現することを目指して

おります。 

 ページ開いていただいて２ページ目になるんですけども、ここから

はタブレット導入により期待できる教育的効果ということで伝えさせ

ていただいています。 

 まず、調べる、これについてはいつでもどこでもインターネットに

接続するＬＴＥ環境の強みを生かしまして、必要なときに必要なこと

を調べれるということになります。また、郊外学習においてもすぐそ

の場でいろんなものが調べられる、インターネットにつながるもので

すから、すぐ何でも調べることが可能になります。先ほど申しました

けども、修学旅行ではこのＬＴＥ方式を採用したことにより、日本全

国どこにいてもインターネットにつながる、それから、カメラが設備

されていますのでカメラを使っての動画や写真をグループで共有する

ことができるので、まとめ学習が訪問先で行えるような環境になりま

す。 

 次に、記録する、学習成果を記録に残すことが容易になります。例
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えば、書写とか図画工作、美術、技術、家庭、教科を問わないんです

けども、このようなものの作品の制作過程や完成作品を記録し、自分

の学習を振り返って用いることができます。また、音楽や体育など実

技の様子を記録することで自己の演奏や運動の様子を客観的に見つめ

ることができるようになります。技能の向上につなげることができま

すし、また、今後さらに充実が求められる外国語教育においても、児

童生徒が読んだり話したり、そういう場所を記録することができるた

め学習の充実が期待できます。 

 なお、教師の立場からあっても、これらの記録により客観的な評価

を行うというのがメリットになっております。 

 ここで私から今まで各学校を訪問させていただいて聞いた内容で一

番おもしろいなと思ったのが、音楽の時間に一人一人歌唱力を試す、

要するに一人一人歌を歌う時間というのがあるんですけども、やっぱ

り１人が歌を歌うと１曲当たり１分とか２分かかるわけですよね。こ

れが４０人クラスならかなりの時間、もうほとんどの授業時間が歌の

テストで終わってしまう。そういった中で、ある学校の先生はこれを

タブレットの動画で、自分で自分の歌を録画させて、それを提出する

ということで先生はそれを後で評価する、このことによって１時間の

音楽の授業、かなり節約できたというような実績も聞いております。 

 次がまとめる。自分の考えを整理し、まとめるツールとして有効で

ある。紙に文字を書いたり、写真や資料を張ったりする学習は従来も

行っておりますが、今後も大切にしなければいけないと考えておりま

す。しかし、この作業をタブレット上で行うことでレイアウトを自由

に変更したり、写真や資料を入れかえたりする作業が容易になり、プ

レゼンの完成度が高くなります。完成度を高めるために児童生徒は絶

えず試行錯誤を行うため、思考力の向上を図ることができると考えて

おります。 

 それから、見せる・発表するという場面では、自分の作品や写真、

プレゼンを他の学習者のタブレットに転送したり、教室の大きなスク

リーン、または大型テレビに映すことができますので、この機能を活

用して自分の考えを発表させることを通じ、さらなる表現力の向上を

図ることができるようになります。 

 また、作品を見たり発表を聞いたり、児童生徒がそれを基にして質

問をしたり感想を述べたりすることで学習が深まっていき、言葉によ

る説明で補完することに置きかえられるようになります。このこと

は、子どもたちの表現力を高めることにつながります。 
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 その他といたしましては、教師が課題を一斉に配信したり、その児

童生徒に対して個別に配信したりすることができるため、個人に応じ

た学習の充実が期待できます。 

 自分の考えをまとめ、教師に送信する機能を活用することにより、

全員が意思表示を求められることになります。これにより、自分の考

えをまとめないまま済ませていたり、自分の考えをまとめても発表し

なかったりしていた児童生徒も積極的に授業にかかわるようになるこ

とが期待できます。 

 次に、ＡＩ型の電子ドリルの導入。これは中学校に対しては前年度

から１人１台タブレットがある関係で、電子ドリルは中学生には導入

してましたけども、今年度末からは小学生についてもＡＩ型の電子ド

リルを導入することにしております。個々の能力に応じた最適な自学

も可能となり、家庭学習でも学力向上が見込めるのではないかと考え

ております。 

 次に、１人１台のタブレット端末整備により、全児童生徒の持ち帰

り学習が可能となるため、新型コロナウイルス感染症対策としての遠

隔授業もスムーズに対応が可能になります。 

 双方向通信アプリにより外国や離れた学校、職場との交流授業が簡

単に行えるようになり、身近な体験学習が可能ということになりま

す。 

 まとめといたしまして、新学習指導要領では、主体的、対話的で深

い学びの実現が求められています。上に述べたように、ＩＣＴを活用

することで児童生徒が自分自身の考えをまとめて表現したり、それを

基に級友と議論したりする学習を通じて、表現力や思考力を一層高め

ることができます。 

 次に、対馬市教育委員会といたしましては、これらの社会を主体的

に生き抜くことが求められている児童生徒に、ＩＣＴ機器を自己表

現、意思伝達の有効なツールとして活用する能力を身につけさせるこ

とは学校教育の重要なミッションの一つであると捉えております。今

回のタブレット導入は、この目標達成に大いに共有するものであると

考えております。 

 次のページ、４ページを見ていただきまして、費用面です。上の欄

はシステム導入後の月額費用ということで、これは小学校、中学校に

按分をとっております。 

 まず、既契約分と書かれておりますが、これは平成３０年に導入い

たしました分で１,３２０台。この分の経費が小学校、中学校合わせ
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まして月額が５９３万８,６８０円。それから、１,２００台、この令

和２年度に導入予定が１,２００台、この分が小学校だけになります

けども、月額料金といたしましては４６３万２００円になる予定で

す。合計で月額料金が１,０５７万１,８８０円ということになりま

す。 

 今回１,２００台を追加することによりまして、既存の契約の変更

もやるように計画しており、既存のものに比べて変更した内容を下の

段に記載させてもらってます。変更前が１,３２０台で変更後は２,５

２０台ということになります。パケット使用料という、これは皆様方

も携帯で通信会社に払ってらっしゃると思いますが、以前は３ギガの

契約でしたけども、今後双方向通信授業というのがふえてくるという

ことが予想されますので、５ギガ、２ギガプラスしております。特に

動画教材に対応するためでございます。電子ドリルは変更前、中学校

だけでしたけども、変更後は小・中全員にＡＩ型の電子ドリルを導入

することにしております。 

 それから、コールセンターなんですけども、これは新しく新設する

こととしております。これはどういうことかといいますと、ＩＣＴ支

援の役割をするためにコールセンターを新設いたします。 

 どんな内容をするかといいますと、タブレット端末の故障であると

か、破損、修理、こういったものの相談、連絡ですね。それから、ネ

ットワークのふぐあい、それからアプリ等の活用相談とか支援、こう

いったものを受けるコールセンターをつくります。 

 次にフィルタリング、これはアダルトであるとかギャンブル、それ

から違法サイトへの侵入を禁止するためのものですけども、これは引

き続き変更ございません。 

 それから最後の段、電子教科書の導入ということが文科省のほうで

も検討されております。変更後につきましては電子教科書への導入

は、対馬市といたしましてはいつでも受け入れる状態が可能というこ

とになります。 

 最後に、お配りしました資料というのが、これは２年前、前年度か

ら小学校の実証実験ということで研究指定校を設けております。その

当時の研究指定校、仁田小学校だったんですけども、そこに電子ドリ

ルを臨時的に入れたもので、その実績というのが出されていたものを

入手いたしましたので皆様方に配布しております。なかなかいい内容

が書かれておりまして、特に複式学習での有効性というのが書かれて

いますので、今後、対馬市においても電子ドリルというのが非常に有
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効ツールではないかと考えております。 

 手短ではございますけど、以上で説明を終わらせていただきます。 

桐谷次長  ありがとうございました。それでは、ＩＣＴ（ＧＩＧＡスクール）

の取り組みについて意見交換したいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

佐伯委員  今、説明していただいた中、ちょっとなかったので１つお尋ねした

いんですが、外国語の学習のほかにどのような活用が見込まれるのか

とか、今の活用が状況がどうかとか知りたくて、お願いできればと思

います。 

梅野主幹  今どういうことに活用されているのかということで、文科省から配

布されておりますユーキャンデジタル教材、これにつきましては、ど

の先生もタブレットで使えるようにサーバーのほうにアップロードし

ております。ですから、授業のとき、先生はタブレット端末を持って

いって、それで文科省が提供している教材を活用して今、授業をやっ

ているというような状況ですね。中にはおもしろい学校もございまし

て、このタブレットの中にはちょっと目的外なんですけども、最近外

国の生徒がよく対馬市も入ってまいります。そのため、先生と生徒の

コミュニケーション、それから生徒同士のコミュニケーションをとる

ために翻訳ソフトを入れております。この翻訳ソフトを利用して先生

が日本語でしゃべって、それを英語のネガティブな発音が聞けるよう

なソフトなもんですから、それで授業をしているのがちょっとおもし

ろいなというような感じを受けております。ほかにも独自のサイト、

例えば、ＮＨＫｆｏｒＳｃｈｏｏｌなどの教材を使われている学校も

多いようでございます。 

吉野委員  小学校のシステム追加導入ですが、これは予算的には通過して購入

準備しておられるんですね。実質、開始するのは新年度からなんです

か。それともう一つ、来月１月の予算の中に１月１９、２０日にＩＣ

Ｔの研修会ということでタブレット使用のための教師の研修会がある

ということで、実質的にはもう来年に向けてというか、今年度からす

ぐ始められる状態なんですか。 

梅野主幹 

 

 

 

 

 導入は今のところ着々と進めておりまして、３月１日から稼働させ

たいと考えております。それまでには導入、それから各学校での調整

を終わらせたいと思います。それと、１月１９、２０日に予定してお

る研修会なんですけども、これは実はこの４月、５月に予定していた

ものが、コロナ禍の関係で延期したものでございます。 

 年明けに一応予定してたんですけども、またこういった状況になっ
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てきたので、ちょっと不安なところもございますけども、もちろんこ

れは今回の主な内容といたしましては、タブレット端末の使い方、そ

れから特に時間を割きたいなと思っているのが、電子ドリルについて

の操作方法ということを考えております。 

吉野委員 これは主に小学校の先生を対象ですか。 

梅野主幹 小学校も中学校もです。 

佐伯委員  前回もたしか教育会議の中でインターネット回線がちょっとスピー

ドが遅いのでということで御回答いただき、４月に御対応いただいた

ということで、本当にありがとうございました。 

 スピードはそんなに上がった印象はないんですが、安定性が増した

んじゃないかなと個人的には思っております。そこでもかなりの出費

があったんじゃないかと思って、こういう質問をするのは心苦しいん

ですが、これから子どもたちのためにっていうことでまた１,２００

台ほど使う台数がふえたりして、また、全体的なトラフィック、結

局、インターネット上でやりとりする情報の量がすごく多くなってく

るということですね。また、恐らく今後もふえることはあっても減る

ことがないということになってくるんですが、例えばＮＴＴさんと

か、携帯事業会社さんとか、いろんなところとさらに高速なインター

ネットの回線の整備等を話し合ってらっしゃったりするのかなと思っ

ています。今後の方向性とか、経済的な障害がこんなところがあるん

だ、いくらぐらいかかってちょっと手が出ないんだよとか、技術的な

問題とか、そういうところで何かお話しいただけるところがあればお

尋ねしたいなと思います。 

比田勝市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この前も少しお話ししましたように、今現在、対馬市ＣＡＴＶのイ

ンターネットの回線は、本土地区等の関係が今まで２ギガで調整をし

ていたところ、コアルーター等を整備して１０ギガに改善されており

ます。ただし、これが今、たしか普通契約しているＣＡＴＶの場合３

０メガでベストエフォートということで、みんながそこに集中した時

間帯はどうしてもそこは３０メガの分は遅くなります。別契約で、た

しか１００メガまでの少し高い分野の契約もありますので、そちらで

すとかなり速くなったというような話も聞いておりますので、そこは

またいろいろとコミュニティーメディアさんのほうと話をされたらど

うかなと思っております。 

 それと今後の件ですけども、今現在はＮＴＴと今後の方針について

ずっと協議を詰めていっている状況ですけども、いずれは例えばＮＴ
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Ｔさんとか、ほかのそういった公共的な民間業者さんの光網とか、そ

ういったところを今後進めていかなければならないのかなというよう

なことで話をしておりますが、ただ、結構な事業費がかかります。 

 そこで、国のほうもある程度再整備に関しても、民間事業者がする

場合も補助金を今充当できるようにだんだん改善をしていただいてお

りますので、近いうちにまたそういった取り組みを進めていかなけれ

ばならないと思っております。今まだ現在進行形で進めているところ

であります。 

桐谷次長  そのほかの委員から御意見ございませんでしょうか。 

比田勝市長  １点だけ、これは私も今、先ほど説明をした教育委員会の主幹のほ

うにもお願いをしているんですけども、実はこの小学校、中学校での

システム導入後の通信費が年間１億２,０００万円ぐらいかかるんで

すよね。ここは後々市の財政的な負担が大きくなるとこで、今、菅総

理になりましてドコモさんやＫＤＤＩさん等の大手の通信事業者に料

金の値下げをするよう総務省から言われています。そこで、今たしか

ドコモさんやＫＤＤＩさんも２０ギガで２,９８０円などの話が出て

おります。対馬市のこのシステムは、今度３ギガから５ギガに変わり

ますけども、そういうとこでもう少し下げれる余裕があるんじゃない

か、ぜひこのことについては今後も力強くドコモさんのほうと交渉を

していただきたいとお願いしてます。今はまだわからないと思うけど

わからないとおもうけど、その状況や見込みなどを教えてほしい。 

梅野主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今、市長がおっしゃられたように、通信料が今後安くなっていくだ

ろうという見込みのもとで、今のところこの金額も交渉させていただ

いておりますが、今後通信が今４Ｇっていうタイプの通信なんですけ

ど、これが５Ｇっていうとこまで上がっていくと考えられると思いま

す。５Ｇになると、結構、携帯通信業者の設備投資はある程度かかる

んですけども、４Ｇに比べると１０分の１ぐらいの投資で済むという

ことも聞いております。そのため、当然、価格には反映するんではな

いかと思いまして、次の価格交渉を始めるとすれば５Ｇに突入したと

きかなというふうに考えております。 

 ちなみに、いま使っているタブレット端末ですが、一般の方がドコ

モのショップに行って買うと、通信料だけが２,９８０円、それにイ

ンターネット契約が３００円やそれからフィルタリングで２５０円、

その他ｉＰａｄ本体のレンタル料などを合わせますと月額６,３００

円ほどかかるようになっております。それにプラスして、うちではロ

イロノート・スクールという教育支援のアプリでありますとか、ウェ
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ブフィルタリングにｉフィルターを入れたり、電子ドリル、それから

端末に入れる充電キャビネットでありますとか、あとＯＳのアップデ

ート関係、メンテナンス関係を入れて月額が約税込みの３,８００円

ぐらいでおさまっているというような状況でございます。 

 市長がおっしゃられますように、かなり市の経費を圧迫しておりま

すので、今後とも価格交渉には、きっかけがあればその都度対応して

いきたいと考えております。 

比田勝市長  きっかけはつくってください。 

梅野主幹  はい。次のきっかけは５Ｇかなと思っております。 

比田勝市長  やっぱり財政で考えたらものすごくきついんですよね。毎年１億

２,０００万円、これが補助金ならいいんですけど生財源なもんです

から。 

佐伯委員  よく出ましたね、これだけの通信費が。 

吉野委員  ４Ｇから５Ｇはもう近い将来なんですか。 

梅野主幹  はい。業界のほうでは、もう５Ｇが韓国とか中国に抜かれたもんで

すから、もう開発部隊は６Ｇに向かって研究をやっているところで

す。６Ｇで世界シェアをとろうという、日本が考えてるみたいです。 

比田勝市長  特にこのシステムでは、４Ｇでも構わないので、料金安くしてくれ

れば。 

一宮委員  今の子どもたちの教育環境は素晴らしいなって思ったんですけど、

タブレットは単なるツールですから、やはり自分の手で書いて、書く

力といいますか、それが実際に思考力は深まりますよね。だから、そ

のあたりはあくまでツールだということと、それにかける予算のかけ

方ですよね。時代が時代ですから、コロナの関係もありますし、とに

かく授業もあります、今、高校もそちらのほうで頑張っておられます

けど、何かそのあたりをきちんと地に足の着いた教育をしながら、市

の予算をうまく移転していただきたい。私は電子教科書っていうのは

非常に抵抗も感じている１人なんですけど、そのあたりをやっぱりバ

ランスよく私はやっていく必要があるのかなと思っております。 

比田勝市長 

 

 

 

 

 

 実は、一宮委員さんのお話ももっともなことで、私も当初、議会の

答弁でも特に小学校の１～２年生は不用じゃないんですかと、まず書

くことから覚えることが重要じゃないかというような考えだと言った

んですよ。ただ、今、国が小学校１～６年まで１人１台ということを

打ち出していることが大きなポイントなんですけど、その中で教育長

にもお願いしまして、対馬の校長会で意見を聞いたら６：４でやっぱ
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り１～２年生にも必要であると、そんな意見が多数だったもんですか

ら、一緒に進めないといけないというようなことで、今回の１年生か

らということで実施をするようにしてます。 

 ただ、言われるように、私自身、書く力が大切だと思っています。

私自身もパソコン使って、書くことが少ないので、たまに漢字が、出

てこないときがありますから、そういうことでは、書くことは本当に

重要なことだと私自身も痛感しております。 

桐谷次長  それでは、次に移らせていただきます。 

 議題３つ目の成人式のあり方についてでございます。市長挨拶の中

でもありましたが、令和４年４月から成年年齢が１８歳となることか

ら、成人式のあり方についてアンケートを実施しております。その結

果につきまして、委員皆様の御意見を拝聴させていただきたいと思い

ます。それでは、アンケート結果について教育委員会事務局から説明

をお願いいたします。 

庄司課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料８ページをお願いいたします。 

 市長及び教育委員の皆様には、一度説明をさせていただいておりま

すけれども、総合的に御判断をいただきたく再度の説明をさせていた

だきます。 

 なお、第１回社会教育委員会議で、今後の該当者だけではなく、一

般の市民にも意見を伺ってはどうかとの御意見もありましたが、今回

は中学生、高校生とその保護者に対してのみのアンケートとしており

ます。 

 質問は大きく５項目に分けておりますけれども、本日は対象年齢に

絞って結果報告をさせていただきます。 

 質問の内容は、現在のとおり２０歳で開催するか、法律に基づき１

８歳で開催するほうがよいかというものです。回答数につきまして

は、１番の表にありますように２,２４７人の回答でございました。

内訳は、全体では２０歳で開催が８５％、１８歳で開催が１４％、無

回答が１％でした。 

 なお、現在の他の市におけます対象年齢の状況は３の表のとおりと

なっております。２０歳で開催と決定しているところは３市でござい

まして、ほかのところは検討中か、２０歳で協議中とかっていうとこ

ろでございます。 

 続きまして１１ページをお願いいたします。 

 アンケート結果の生徒、保護者のそれぞれについてですけども、生

徒の意見では、全体で２０歳で開催が８０％、１８歳で開催が１
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９％、無回答が１％でございました。中学生では２０歳で開催が７

６％、１８歳で開催が２４％になっております。高校生で２０歳で開

催が８４％、１８歳で開催が１４％、無回答が１％でございました。 

 続きまして１２ページお願いいたします。 

 保護者の意見では、全体で２０歳で開催が９２％、１８歳で開催が

８％、無回答が１％でございます。中学生の保護者では、２０歳で開

催が８９％、１８歳で開催が１０％、無回答が１％。高校生の保護者

では、２０歳で開催が９３％、１８歳で開催が６％、無回答が１％で

ございました。 

 次に１３ページでございます。 

 ２０歳で開催したほうがよいという理由として一番多かったのが、

「大学入試や就職などの進路決定の大切な時期であり出席が難しいか

ら」が４３％、次いで「成年年齢が引き下げられても、一部認められ

ていないことがあり、全て認められるようになるのは２０歳だから」

が４２％となっております。その他の理由につきましては、主なもの

を下段の枠の中に抜粋しておりますので御参照ください。 

 続きまして１４ページをお願いいたします。 

 その一方で、１８歳で開催したほうがよいとした理由で一番多かっ

たのは「法律で定められた成年年齢と合わせるべきだから」が４８％

で、次に、「１８歳になったら大人だという自覚につながるから」が

４５％となっております。 

 その他の理由につきましては、こちらも主なものを下段の枠の中に

抜粋をしております。 

 １５ページ以降には、アンケートの内容と、その総合的な結果を添

付しておりますので御参照いただきたいと思います。 

 教育委員会会議及び社会教育委員会議でアンケート結果を説明し、

両委員の皆様方からも２０歳で開催が望ましいという意見を賜ってお

ります。したがいまして、教育委員会としましては、年初や来春は今

後検討することとし、対象年齢については令和４年度からも２０歳で

現在の成人式を開催することを提案させていただきます。御審議方よ

ろしくお願いいたします。 

桐谷次長  ありがとうございました。この成人式のあり方については、９月の

教育委員会会議の折に御意見をお伺いしておるということでございま

す。そのほか、また本日御意見等ございましたらお伺いしたいと思い

ますが、どなたか、もしあれば、御意見ございませんでしょうか。 

吉野委員  私も２０歳のほうが望ましいと思うんですが、１８歳を成人とする
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という国の方針というか、決定してるんですけどね。法律の中にいろ

いろたばこや酒やら、パチンコは１８歳からですけど、いろんな制限

が中途半端で、全部一斉に１８歳にまで下げるわけではないし、やっ

ぱり健康のことも考えて２０歳まで我慢するようしているのかどうか

は知りませんけど、それに１８歳高校卒業後の大学受験とか就職な

ど、やはり学校の制度から考えると１８歳で成人式をするというの

は、どうも今までの日本の制度や日本の今までの生活からはそぐわな

いと思うんです。ほかの地域を見てもやっぱり２０歳でするとこがほ

とんどだし、対馬も２０歳のほうを希望されるというのは当然のこと

かなと思っています。 

 １８歳で受験勉強の最中に成人式が開催されるのは、不参加の人も

逆に多いじゃなかろうかと思いますけ。 

比田勝市長  やはり、今、吉野委員がおっしゃられるように、そこが大きなポイ

ントと、また、１８歳は大学受験等の真っ最中ですからね。 

吉野委員  そうです。やっぱり、大学に入ったり、就職して２０歳ぐらい、２

年ぐらいたって落ち着いたときにしてやらんと。混乱するのは子ども

たちだと思います。 

佐伯委員  今の状況だったら１８歳では厳しいですよね。 

吉野委員  保護者や子供の意見を聞いても２０歳が大半ですしね。 

一宮委員  対馬市は、成人式っていう名称を変えるとかいう考えはないですよ

ね。長崎市は二十歳のつどいですが。 

庄司課長  対馬市におきましては、今後の検討課題ではございますけれども、

成年年齢が１８歳になってることで成人式という名称は変更すべきか

と考えております。その名称なんかは、式の中身につきましては今後

検討したいと思います。 

桐谷次長  そのほか何か御意見はございませんでしょうか。 

 それでは、意見もないようでございますので、これをもちまして第

１回対馬市総合教育会議を終了いたします。皆様お疲れさまでした。 

 


